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サポーターのみなさまへ

　会計情報では見えない「大学が生み出す価値」をお届け

する統合報告書。９回目の発行となりました。

　東京大学は「世界の公共性に奉仕する大学」を掲げてい

ます（24頁）。しかし、その公共的価値を社会に十分伝え切

れているかと問われれば、まだ道半ばです。昨年度の統合

報告書公表後、学内外のさまざまな方々との意見交換の

中で、「大学に長くいると、『公共』に慣れてしまい、その独

自の価値が見えにくくなっているのではないか」とのご指摘

をいただきました。確かに私たちは、教育、研究、社会連携

等の活動を通じてさまざまな価値を生み出しています。し

かし、それが社会にどのような成果、変化をもたらしてい

るか、納得のいく説明ができているとは言い切れません。と

りわけ、東京大学の活動は、公的資金、学生からの納付金、

寄付者のみなさまからのご支援、企業や自治体との協創等、

多くの方々からの「投資」によって支えられています。そのた

め私たちには、投入された資源がどのような価値となって

社会へ還元されているのかを、その資源と結び付けて分か

りやすく示す責任があります。単なる説明責任だけではな

く、東京大学が生み出す（生み出そうとしている）価値を適

切に可視化することで、その活動に共感・共鳴し、未来社会

をともに創ろうとする方々を増やしていくことにもつながり

ます。大学の公共性は、大学だけで実現できるものではな

く、多様なステークホルダーのみなさまとの協働によって

はじめて拡張されるからです。

　こうした問題意識へのひとつの解として、本報告書では

新たな試みとして「UTokyo版ROI」の試行版を掲載しまし

た。これは東京大学のあらゆる活動を単純な投資対効果で

評価しようとするものではありません。教育や研究をはじ

め、大学が生み出す価値の多くは長期的かつ多面的であり、

単一の指標で測ることは容易ではありません。そこで今回

は、企業や自治体等との協創が進み、社会的成果との関係

を比較的整理しやすいGXを対象に検討を行いました（38-

42頁）。「Investment」の結果の「Return」をどのように捉

えるべきかを整理し、その価値創造のプロセスを時間軸と

ともに可視化することを目指しました。

　大学は単独で価値を創出する存在ではなく、多様なス

テークホルダーとの協働を通じて社会に価値を還元するプ

ラットフォームでもあります。今回の試みは、その価値創造

の構造を社会と共有し、本学への支援や参画を検討いただ

くための共通言語を構築する第一歩でもあります。

　今回示したものはまだ完成形ではありません。どのよう

な価値をリターンとして捉え、評価していくべきかについて

は、今後も協創パートナーとの対話を重ねながら、さらな

る精緻化と高度化に取り組んでいきます。

　また、今年の統合報告書では、価値創造の「攻め」だけで

はなく、「守り」の側面についても丁寧な説明を心がけまし

た（46-49頁）。教育・研究の自由と挑戦は大学の根幹です

が、それは社会からの信頼によって支えられています。価

値創造とガバナンスは対立するものではなく、未来社会創
造を支える車の両輪であると考えています。
　さらに、本報告書では、東京大学が世界の大学の中でど
のような位置にあり、どこへ向かおうとしているのかについ
ても、できる限り客観的なデータを用いて示しました。世界
トップレベルの大学との比較を通じて、本学の強みと課題
の双方を確認しながら、次の150年に向けた方向性を考察
しています（10-13頁）。
　統合報告書は東京大学が社会と対話するための媒体で
あり、共に未来を考えるための場でもあります。本報告書
を通じて、東京大学の公共的使命や挑戦について理解を深
めていただくとともに、さらなる深化に向けて忌憚のない
ご意見をいただければ幸いです。

2026年11月
統合報告書製作委員会一同

（学術経営インテリジェンス室 アカウンタビリティ部門）

［ 情報開示の体系  ］

「情報開示の体系」の各資料へのリンク集

※中央の線をまたいで掲載されているものは、財務・非財務情報の両方を伝えるものです。
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大学の活動による社会、経済、環境への重要なインパクトを反映した報告
開示目的 ： 大学への応援を通じて、環境や社会問題の課題解決を目指す層の拡大

統合報告書 IR Cubed

財務諸表等

大学の価値創造のために重要な事項の報告
開示目的 ： 経済的な意思決定の継続、改善

法定開示書類
開示目的 ： 資本提供者である
国の評価に資するため

［ 開示対象と開示目的のイメージ ］

開示対象：活動の結果生じた社会的・環境的な変化や効果を評価する広範なステークホルダー（サポーター）

開示対象：実利的な成長を意識する（広義の）投資家
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投資家IR資料 サステイナビリティ関連
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● FSI債年次報告書（インパクトレポート）
● 東京大学基金活動報告書

● UTokyo WAY（英文ブローシャ）
● UTokyo Compassモニタリング指標IRデータ集
● 東京大学の概要（資料編）

● 国立大学法人ガバナンス・コードにかかる
 適合状況等に関する報告書

● 事業報告書
● 業務の実績に関する報告書

● UTokyo Climate Action

● 環境報告書
● UTokyo男女+協働改革

#WeChange年次報告書● 資金運用状況

● 財務諸表
● 決算報告書

● 知的財産報告書
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